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１ 全体の流れ 

 

1.1 本マニュアルの目的  

 南米原産のヒアリは攻撃性が高く、在来アリの駆逐などによる生態系の破壊、刺された場合のアナフィラキ

シー症状（体質による）、農業への被害等、様々な影響を及ぼすことが懸念されている。 

 日本においてヒアリは「特定外来生物」に指定されており、2017 年に初めて日本国内で発見されてから特

に侵略性の高い外来種として監視体制が強化されてきた。沖縄県内では沖縄県対策外来種リストにおいて、

まだ定着はしていないが侵入した際の生態系への影響が大きい外来種である「重点予防種」に指定されて

いる。 

 ヒアリの被害を最小限に抑えるためには、早期発見・早期防除が必要不可欠であり、そのためには県内外

の機関が連携して対策に取り組むことが求められる。 

 本マニュアルは、万が一ヒアリが沖縄県で発見された場合に、各機関が速やかに防除処理を行えるように、

沖縄県のヒアリ等対策事業※１及び県内の関係機関の協力のもと作成したマニュアルである。 

 

※１ 平成 28 年度–31 年度 沖縄県外来種対策事業（ヒアリ等対策） 
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1.2 本マニュアルの使い方  

 本バージョンは、最もヒアリ侵入のリスクが高いと思われる沖縄本島那覇港湾をモデルとして作成した。今

後、この体制を空港や離島を含む県内全域に適応できるよう、検討を重ねていく必要がある。 

 日本におけるヒアリ防除は現在も発展途上であり、今後の研究結果や知見をもとに、適宜追加修正を加え

ていく必要がある。 

 本マニュアルは環境省の「ヒアリの防除に関する基本的考え方」及び「ヒアリ同定マニュアル」の方針に基

づき、より沖縄地域の状況に即したマニュアルとして調整のうえ作成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒアリの見分け方については、P30 参照 
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1.3 侵入段階に合わせた対処 

 県内への侵入・定着状況および生態系等への影響を考慮すると、各侵入段階で必要対処が異なる。外来種区

分は、沖縄県外来種対策指針に従った。 

 

各主体機関：  港 ・・・港湾管理者、  環 ・・・環境省、  県 ・・・沖縄県、 

   発見者 ・・・第一発見者・発見機関、  市町村 ・・・市町村 

 


